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武田  滋・ 今坂正一 ・ 松田 潔

越智輝雄・ 水沼哲郎・ 杉野広一

台湾採集地案内( 前編 )
I北部低山地

(A) 鳥来( Ur a l )
( B ) 亀山 ( Kue i shan )
( c ) 坪林 ( P i ng l i n )
( D) 石碇( Sh in tung )

ll中部山岳地帯
(E) 南山溪 ( Nanshanoh i )・
(F) 日月潭 ( J iuyuen tan )・
(G) 霧 社 ( Wu she )・一…一
(H) 芦山温泉 ( Lushan )
( I ) 松崗~梅峯( Sungka
(J ) 梨山 ( L i shan )
(K) 阿里山 ( Mt . A l i shan )・
( L) 書起湖 ( Fenoh i fu ) - ・

露木繁雄 : 富士山周辺のカミキリ ( 追加記録 I )・

会員住所録

編集後記

事務・ 会計報告
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表紙題字 : 佐藤千技

表紙カット : 藤田英二

表紙・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・ ・

雨の南山渓とヵタッノハナカミキリ ( 円内 )o かつてはかなり珍しいハナカミキリ
と思われていたが、雨の日の花によく集ることが判ってからは、そう得難い種でもな

くなったo 沖組本島でも最近、 チビカタアカクロハナが雨天の花に多く飛来すること

が知られているo 必ずしも好天=好機とはならない ,例 ( 藤田宏 )



台湾採集地案

内
イ文1 - 12 ,,、一 ,

0ダイウレイ付近

01南里の標本商、余清金氏(左)と
筆者の1 人今坂(右)

0採集地への起点、 埔里バスターミナル

0:l南里の町並み ( 左手に標本商がみえる)

OThranius( トラフホソバネカミキリ属) の新種がやっ
て く る小屋 (芦山温泉)
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13 . タイワンカプリモドキ( 山地型)
16 . タカサゴミヤマクワガタ
19 . モチツキクワガタ
22 . タイワンキスジトラカミキリ
25. Paraglenea sωi nhoet
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台湾の 甲 虫

14 . Apotomopterus sauteri
17 . クリイロミヤマクワガタ
20. ツノポソオオクワガタ
23. ぺニツヤカミキリ

15. タイワンヒゲコガネ
18 . ヤマダクワガタ
21 . キムネムラサキカミキリ
24. Anop1ophora lurida
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台湾採集地案内(前編)

武田 滋・ 今坂 正一 ・ 松田 潔

越智 輝雄・ 水沼 哲郎・ 杉野 広一

S  1 は   じ  め  に
世界の各地から、 の便りが届く昨今、 我々 アマチュア甲虫屋も、 ようやく台湾を初めタイ・ マ

レーシア ' インドネシア等東南アジア方面へ遠征する時代となった。 とりわけ、 1960年代後半から19
70年代初頭にかけ、一部の甲虫屋が台湾や解の離島へ渡り、南国の虫を持ち帰ったことは. その後
一種の'e離島ブーム ' ともいうべき情況をつくり出しているo南の虫の豊かな色彩と変化に富んだ形
態は、 日本の虫には少々 食傷気味の我々 に、鮮烈な印象を与え、 より自然の残された台湾へ、 マレー

シアへ、 原始そのもののセレペス ' ボルネォへと我々 の夢をかきたてる。 甲虫屋が着実に蝶屋の後を

追うというのは、 自然の法則なのかも知れない。

ただいたずらに種類数を增やすのではなく、 より広い視野から日本の虫を見つめ直し、 日本の虫の

世界における位置を考え、 あるいは、 進化や生態 の方面に我々 の注意が喚起される契機となるならば、
海外違征も意義あるものとなるだろうo現在、束南アジアの甲虫相の研究は、ごく少数のFamilyを除
いてまったくの手つかずの状態と言える。一部の専門家まかせにせず、アマチュアが自らの手で甲虫
相の解明に貢献する余地は、 十二分に残されているのである。

が、 ここで、落してはならない問題があるoバンコクにかける反日デモに象徴されるごとく、一部
の日本企業 ' 日本人観光客の東南アジアでの行動が、 厳しい批判の的となっている。 資源と労働力を

収奪し、公害( 観光公害を含めて) を置き去りにする彼等の振舞は、東南アジア各国の自然と民衆の

生活を破壊するものである。  「アジアの先進国日本』 という差別意識を持つならば、虫屋といえども

この実情と無緑ではありえないo 台湾埔里の標本商での盗難事件は論外としても、石垣島;i;・ もと公民

館事件を初め、最近の一部若手虫屋の採集モラル、否、採集以前のモラルを考える時、このことはい
くら強調しても、強調しすぎではない。 海外での虫屋の節度ある行動を望む次第である。

以下の内容は、 甲虫類の採集に初めて台湾へ渡る人を対象に書かれた採集地案内である。 執筆者に

より、興味の対象が異なるため、文中に登場する虫のFamilyが片寄り、文章も不統一であるが、お・許
し願いたい。

本文を書く にあたって、 正木清・ 畑山武一郎両氏の協力を得、また標本写真撮影には、石原俊雄氏

の労を煩した。 明記して深謝する次第である。

武田: ( V 606 )
松田 : ( V 665 )
水沼 : ( V 571 )

京都市左京区下鴨芝本町 37

宝塚市花屋敷松ヶ丘15 - 27
門真市大字打越393 - 1

今坂: ( 855 )
越智 : ( V 544 )
杉野: ( V 663 )

島原市白土町1064
大阪市生野区林寺町2 - 21
西宮市上大市 4 - 148



S 2 台湾での採集に関する諸注意

l) ビザの延長に関して

台湾へ渡るには、パスボートの他にビザ( 査証) が必要であるo有効期限は一 ケ月間だが、現地で

さらに1 ケ月に限り延長できる。延長手続は、 各県の警察局または台北市警察局で行ない、 通常2 ~
3 日かかる。 手続の時期は、 有効期限の切れる 3 ~ 4 日前が適当で、 あまり早過ぎても、 また逆に遅

過ぎても トラブルの原因となるので注意されたいo 駄足になるが、 台北市警察局では、 中国語または
英語しか通用しない。

jj)採集禁止地区に関して
台湾では、 軍事的・ 政治的配慮から、 外国人観光客はもちろん台湾人でさえ立ち入れない地区が非

常に多い。 特に虫屋の行動領域である山Ei部は、ほとんどの場合、入山許可証が必要である。 採集地

を選ぶ際には、必ず現地の人から、 許可証が必要かどうかを確認せねぱならない。採集地として以下

に紹介する場所は、許可証は不要だが、原則として道路から15m以上離れて山林へ立ち入ることはで
きない。 したがって、 昨年あたり、 南山溪での採集の折、 警察官に注意を受けた者もいるが、 このよ

うな時には無用なトラブルは避け、 警察官の指示に従って頂きたい。

ljj)壽ヘビに関して
ヒャッポダ・ アマガサヘビ・ タイワンコブラ・ アオハプ等琉球のハブクラス以上の強い毒を持つ毒

ヘビが、 数種機息する。 過度に神経質になる必要はないが、 充分注意がいる。 ヒャッポダに喰まれる

と、 文字通り百歩歩かないうちに死亡してしまうと言われている。

旅館に関して

N)台湾の旅館は、すべて素泊りである。 賓館や大飯店は、高級ホテルで、 日本の一流ホテルと同じ位

の料金をとる。虫屋には、大旅社・ 旅社クラスが格安( 日本円で五百円位) で無難である。経費節約

のため、テントを持ち込もうなどと考える人がいるかもしれないが、 jj)に述べた事情で、そのような
ことはやめることo
、、f)そ の他

台湾は、東南アジアの中では、比較的治安もよく、 40代以上の人には、日本語が通じる場合が多く、
往々 にして外国であることを忘れ勝ちである。風俗習慣の相違から、些細な事でトラブルを起すこと

があるので、郷に入っては郷に従うようにして欲しい。 また、虫屋の接する機会の多い高砂族の人々

は、日本人に対して驚くほど友好的だが、程度を越えて好意に甘える事は、 差し控えるべきであろうo

2

以下 I北部低山地 II中部山岳地帯
Ill南部低山地 IV東部海岸地区
の順に、 採集地を紹介する。
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S 3 台湾採集地案内
I  北部低山地
通常、採集の重点は、中部山岳地帯であるが、 ビザの

延長于続や移動の関係上 2 ~ 3 日を台北で過さねばな

らないことがあるo そのような時、 市内より 2 時間以内

で行ける、手軽な採集地を2 ~ 3 ケ所あげて i; こうo い
ずれも現在は、 観光地や樹相の貧弱な場所になってしま

ったが、昔からの有名採集地もあり、 北部にしか見られ

ない虫もいるので、 一度は訪れてみるのもょいだろう。

( A ) 馬 来 ( U ra l )

鳥来は、 陽明山( 草山) と並んで、 昔からの著名な採集地であり、 かつ数多い台湾の湯治場の中で、

新北投と共に日本人にはお馴みの場所である。駄足ながら、ここの滝は、日光の華厳の滝など足もと

にも;iS よばないシロモノで、一見の価値があるo
台北站からパスで1 時間20分、想思樹の続くつまらない景色が、町の入口の歓迎門をくぐると一変
し、何やら得体のしれない生き物が出て来そうな原生林となる。 バスを降り、滝を目当てに歩く。 し

ばらくは土産物屋、旅社が軒を連ねるが、家並みがつきると、大きな橋が掛つている。この橋の近く

から滝の前までトロッコに乗ってゆくことができる。もちろん、. 軌道より下手にある道を歩いてもよ
いo トロッコの終点で鳥来の家並は終りとなり、 観光客はロープウェイで滝の上流へと行くこともで

きる。

さて、 鳥来での最も効果的な採集は、夜間採集であろう。

、ｩ  来 商 術 昼間は観光客が多いので、  ビー ティ ングなどやる雰 囲気では

ない。夜の帳が下り始めると、ネット ・ 毒ピン・ 懐中電灯を
北

f 携えて、  トロッコ治道の水銀灯を見回ってみよう。川治いの
f

ト f保 道側には、 切株に似せたガードレールがあり、多数のゴミダ

l マ ' コガネムシ類が見られ、 ヒラタクワガタ ・ フタテンアカ
コ

't クワガタなどが、容易に採集出来るo 7月頃であれば、マル
、、 来 t

.
、 .

- ' ハ不ノコギリクワガタ ' ホソアカクワガタ eye・io lanatu.s,
- ?ari,s・ nui t identa 一見られ、 運がよければ珍品ト

ローフ°? 'イ サカホソアカクワガタ C_,nniszechi も採れるo コガネ類で
は、 現在はもう珍種となってしまったタイワンヒグコガネ

(写真15 ) が、 やはり7 月に採集でき、  ムシスジコガネ( 原名亜種) なども産するo 原生林の中には、
美しい大型のルリメダカハンミ ョウT hreates f rul,s・torfe ri sau ter i や f o lia,, l oom i s・ a ibo -

oMiguatus、それにC ioi1lldeia e i i sae reductei ineata などのハンミ ョウがいるo しかし、 原生

林への立ち入りは禁止されているので、 あまり興まで入ることはできない。

3



( B ) a 山 ( Kue i 8ha:n )
台北站を出た鳥来行きのバスは、市街を30分ほど走り、坪林への分岐点新店へ着く。 パスはさらに
川を右に見て走り、 約1 時間で川の右側へ移る。本来の亀山の谷へ入るなら、 この橋の直前のバス停

で降り、川岸治いの道を左へとれば良い。 この谷は、相当央が深く、ずっと先までゆけば面白いだろ

うo ともかく筆者はそちらへは行かず、次の「亀山路」のパス停で降りた。進行方向に向かって右側

に貯木場があり、ここではトラカミキリを2 種見ただけだったが、時期が良ければもっと成果がある

かもしれないo貯木場の裏はよく茂った山で、 ナイターでもすれぱ面自そうだo ただし、 亀山には旅

社は1 軒もない。

さて、 バス停から100mほども どって、右へ折れると吊橋が掛つて

いる。それを渡り次の分岐で右へ行く。左は発電所があり、行き止

まりだ。分岐からは、ゆっくりした登りで、  5 月上旬であれば右側

にァカメガシワの花があるo この道は、 小さな部落をいくつか経て

00潭と言う池に通じるらしく、そのような意味の標示がある。途
中のアカメガシワの花では、 Merionoeda uraiens・is、 Rhaphuma
te.staoeioep.s,、 Pyres・tes・などカ、キリ亜科のグループが採れ、右
の山側には、所々 伐採枝があって、叩けぱUraeoha form.os・ana、
M i meo・ta t ina 、  Bumetopiaなどが落ちるo池までの往復が、 ち
ょうど1 日の行程であるo このコースは、比較的楽ではあるが、 前
述の谷をつめる方が成果も大きいと思うので、そちらの方を 勧め

する次第である。

至

一
港,

一

全台lit:1_

( C ) 坪 林 ( P i !1g1 i n )

台北站からパスで一時間あまり、 1 つ峠を越えた谷筋の採集地である。 峠付近の方が、採集には向

いているようだが、林相は単純で多くは期待できない。 しかし、ここには旅社もあるので、 腹を落ち

つけて夜間採集を試みても良いだろう。 5 月には、やはりァカメガシワの花があり、飛行機待ちの時

に立ち寄っても良い。

( D ) 石 確 ( S;h i nt ung )

台北より同様に1 時間あまりの所で、 坪林と似た環境である。 谷筋がいくつも交わって り、 沢治

いの脇道を少しそれてゆく とかなり面自く、伐採も行なわれているo しかし、 林相が豊富ではなく、

種類数は期待できない。松・ 杉・ 想思樹など特殊なものが多く、それに応じたものが採集できるであ

ろうo

ll  中部山岳地帯

台湾の中央部には、 雪山・ 合歓山・ 玉山を中心に、 3500m近い山塊が南北に走り、島の屋台骨を形
造っているoそのほぼ中央に埔里の町があり、 虫屋にとっては台湾最大の根拠地となっているo
以下埔里の町について紹介しょうo
台中から公路局( 台湾の国鉄) の直達パスで2 時間,, したがって台北空港に早朝着けば、埔里へは、

4
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ぎに到着する。 埔里は盆地の

上に開けた南投県有数の大きな町

で、 さしづめ台湾の松本といった

感じであるo紹興酒の大工場が街
の入口にあり、 表通りには味や甲

虫の看板を立てた昆虫標本商の店

が沢山見られる。埔里の中心は、

バスターミナルで、 県警前のロー

タリーを少し入った所にあり、 こ

こから日月潭~水里、 霧社~萬大
~翠峯、 草屯~台中行の 3 本の路

線パスが出ているo このパスを利用すると、 観音寺日月潭、 本部 南山溪 松崗等の好採集地へ比

較的楽に行くことができるo埔里は観光地でないため旅社の数もそれほど多くない。その中で、バス
ターミナルに近く 安心して泊れる旅社として、日月旅社・ 東京大旅社・ 東峯大旅社の3 軒があげられ

る。初めて中部で採集する人は、 このうち東峯大旅社の安い個室( 日本円で五百円位) に投宿すると

良いo この旅社の主人徐清金氏は、埔里最大の標本商で、旅社の1 階はカウンターを除くと木星昆虫

採集所と標本の加工場となっている。

ところで、台湾の旅社は食事抜 きである。埔里のこれらの旅社に泊つても事情は同じで、食事は別

に外で取らねぱならない。幸い、埔里では、街中に飯店・ 日本科理店・ 食堂・ 屋台店が多いので、自
分に合った店を自由に捜すことができる。採集を終え、旅社に戻って一息つくと、夕食をどこで食べ

るかが、 残された唯一の楽しみとなる。

埔里の街中には、採集できる場所はないが、周囲には有望な林が、ずいぶん残っているようだ。し

かし今まで誰も積極的に採集を試みた者はいないo

( E ) 南 山 渓 ( Nan shan ch i )

埔里から霧社方面行きのパスで約30分、 初心者経験者を問わず採集家の最も頻繁に訪れるのが、 こ
こ南山溪であるo 4月上旬~ 7月上旬であれば、だいたい当りはずれがないのは、 シイ・ ミズキ・ ク

り ' アカメガシワ等の花が次?,に き、 花の絶え間がほとんどないからであろうo シイの花が満開と

なる4 月中下旬~ 5 月上旬が、 訪花性甲虫にとって、 最も良い時期と言える。

さて、停留所名を一言も案内しない車掌に腹を立てながら、パス停「南山溪」で下車すると、すぐ

品橋が見える。 橋を渡って部落を過ぎ 治いに畑の中をゆけば、一本道で間違えることはない。 原生

林との境まで30分ほど梅畑が続く が、途中、ズキやクリの花が点在し、 これらの花を掬うと日本とは
比較にならぬ程のi;・びただしい甲虫が入り、あきれてしまうo無数のマメゾウ・ ヒメハナノミ類。コ

アオハナムグリ ' クロハナムグリ ' クロハナムグリモドキ、 上翅の赤いぺニポタルCautr・ires d i -

oer.s,icoi i i s ' C-tainan,enJ・ts・、黄色の小型ヵミキリMicrodebi iis・sa、 Rliaphum,a tes・tace icep.s,

など色とりどりの虫がネットの底でうごめく様は、台湾の採集ならではのことであるo路傍の適当な
硬さの牛黄を捜せば、  タイワンダイコクをはじめ、多数の食 性コガネが得られ、 時間の経つのを忘

れてしまうo しかし本命は、やはり原生林の中に咲き乱れるシイの花。 ここらで時間を食うと能率が

5



悪くなる。 と言うのは、 台湾では、 虫の花に来る時間帯が9 ~1 1 時頃までで、 それ以後は、 数が極

端に減ってしまうからだo 梅畑が終り原生林に入るあたりで、 沢に竹の橋が掛り、 道が2 つに分かれ

る。 どちらを進んでも良く、 もうこのあたりは見渡す限りシイの花。が、 残念ながらほとんどの場合

ネットが届かないo 8 mを越すゼフ用の竿でさえ花の下端をかすめる程度であるoそれでも、 よく捜
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山山頂 ( 2420 m) まで5 ~ 6 時間だが分岐が多く道も険しいo
5月中旬を過ぎ、  日本の真夏のよう な気候になると虫の数も急に増す。 林内の倒木や立枯れからは、

ヒラタ ' ミ ャマヒラタ ' チビ°タイワンネプト ・ ヒメネプト ・ タイワン、ヤマ・ シカ ・ タイワンオオ

シェンクリングォォクワガタなどのクワガタ類が得られ、 朽木をくずすと、 巨大なクロツヤムシが

姿を表わすo 稀には、 日本の.a「oratooara nippo,uoaに近緑の.a「.s,i ,n i as・やC:aii i rrMps・  terne-
sa7ta等のクシヒグムシ類も採集されているoまたEpi.s・eapha m o r a to i t z i n a

、 .Au iaeoc hi ius

bode iiがキノコに群がり、大型のタイワンオオテントウムシダマシの生きている姿は、 目をみはら
せる美しさがあるo このあたりは、  Tntom.a jlan,り i i m n s んioa、 Mi c ros te・nus・ t r i co lo r

taiu,ante・us・ のType - ioea i i tvでもあるので注意を要するo
原生林内の陽溜りのような場所で休んでいると、 今まで気付かなかったいろいろな虫が目につく。

ハナノミ類では、  Giipa  na iaocana、  G-.pioi、 稀にはG.sauteriが葉上を独特の飛び方で目まぐる
しく動き回るo佐多岬産をTypaに記載された種で、最近西表島でも記録されたG.azumai( 6) も

昨年5 月末に得られ、Tomomaに近い未記録属種も発見されたo (写真7)樹上性ハンミョウCo11lMs・
fer n osanaも普通に見られ、Di tonece.s, sp・ P iate ros sp. などの小型ぺニポタルも葉上に静止し

ているo伐採枝のビーティングでは、Agrypn:u,, form,os,,ma、PaTa iaeon a3,r i i iaoeru.s・ sit i rozu, i

をはじめ数種のAgryptnae、 非常に美しいThaumast iei ius eiegans・また形態の面自い estkiaの各
種、個体変異に富むCbiag,os・mus,   obs・c・ur ipes 等、やはりコメッキ類の多さに驚かされるo
6
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守城大山への道は、 体力に自信のある者でないと無理だが、 南山溪の虫相とは著しく異なるので、

者干紹介してかこう。南山溪最後の民家を過ぎ杉の植林を抜けると、原生林はいっそう深くなり、正

に深山幽谷の感がするo 例えぱカミキリでは、 これまでビーティングで得られたMi ,nor.s, idi s t a t -

canons・i s がDoiophrades annuiicorn,is と混 る状態が続き、高度が増すにつれ完全にDoioph-
rades に置き替るo同じょうに、Biepephaeu.s,  decoZo,・atusはB.ziczaoに替りAeaioieptaも A ・

formo.sana以外に3 種ほど種類数が増すo 立枯や倒木では、やはり南山溪では得られないスジ・ セス

ジォオ・ ヒメッノヒョウタンなどのクワガタが見られ、大きなコブを持ったゴミムシCataseopu.s・
sauter iがいることもあるo 林間を飛ぶァカヘリオオアオコメッキ・タイワンキンカナブンを採りな
がら、喘ぎ喘ぎ峠(1800m)に達すると、足が棒のようになってしまう。この峠付近に糖蜜トラップを
仕掛けると、ザウテリオサが普通に入り副産物として、 ノコギリカミキリの1 種i)orystんe,us ep.
やドロマルパネクヮガタ等が得られた( 8 ~ 9 月)。峠から山頂までは2 時間余りだ力、 虫の数は少な

いo山頂一帯はタイワンヒノキの純林で、  ビャクシン・ タイワンヒメスギ等のカミキリが期待されるo
なお、 峠付近には台湾では数少ないクマが出没し、  ヒャッボダも多いと聞く。 充分注意されたい。

( F ) 日 月 ;章( J i uyuent a:n )

埔里から観光気分で、 ちょっと目先を変えた所 .一 花本i:
へ行こう と思うなら、 この日月潭が良いだろう。

ここは、 台湾でも有数の観光地で、日本からのツ

ァーでは、決って立ち寄る場所であるo ちょうど、
中禅寺湖のような広々 とした湖でのんびりと休養

するにはもってこいだo埔里からは、朝のうち30
分毎にバスの便があるo
さて、 埔里を出て30分、  「日月潭」下車o ここ

から湖を半周する玄奘寺行のパス便もある。 対岸

に見える文武廂まで、 ぶらぶらと歩いても20分ほ

a

水
里

どだ。 用の前には、 民族衣装を着けた高砂族の娘が待ち受け、 写真を撮らないかと声をかける。 もち

ろん料金が必要o湖へ降りる階段の囲りには、  4 月中下旬であれぱ、  シイの花が き、 Leon t ,.u rn

iameer i、 Do re ki rai、Anopiodera eyanea tzumi i、Moiorohus、 0br ium、Miorodebi is な

どの小型ヵミキリが採れ,, 時にはStran◆gal la mi tonoiなど思わぬものをネットインできることもあ
るo 他に、  ヒメハナノミ類やハナムグリ類も個体数は多いo 湖のすぐそぱで生菜をビー ティングする

と、 数種の美しいチョツキリ類が得られ、  ジンガサハムシのキラキラする姿や珍奇な形のムシクソハ

ムシも 2 ~ 3 種見られるo 足もとのイネ科植物には、 トグの特別長いトグトグDactyi is・pa sau ter i

や1 本爪のEi.s・pei i ilas・  oai i ioantんus が比較的多いo
5 月中旬以降であれぱ、徳化社まで足を伸ぱすと良い。 この付近には原生林が残ってかり、  シイタ

ケのほだ木でぺニボシカ、キt) Eurybatu.s,  iesMiの記録があるo

(G )   器 社 ( Wu s he )

器社は埔里の北東30kmにあるo標高は1040mo桜並木と杉林にかこまれた山間の静かな観光地であ

7



る。 街の中心部には、 200 mほどの幅広
い道が縦に走り、 この両側に観光客相手

のみやげ物屋、 飲食店が軒を連ねているo
霧社も埔里と同様に、採集地と言うよ 、

り根拠地に向いているo街の中に手頃な 里

旅社・ 商店・ 食堂が多く、 交通の便もい

公、'義; Ell
'

、スター lレ

至

たって良いo 旅社は、 霧桜旅社と豊福旅社の2 軒があるo 宿泊料は、 35元~75元の間で( 1 元=7.5円
位) 、 安く泊るには相部屋を我没しなけれぱならない。居心地は、  どちらも大差ないが、 霧桜旅社の

方は、 裏庭に螢光灯を持ち出して灯火採集ができる。 しかし街中にも多数の水銀灯があり、  これらを

見て回るだけで結構面白いものが得られる。 4 月下旬~ 5 月中旬、灯火にはタイワンアオドウガネ
..anom.a ia eapans・aが沢山集まり、Metopodontus b?anehardi、 l)orous spp 、 p ior3la・ t;e iu -

t inus,、 Mgidius・  actangu,ius・等のクワガタが地面や壁に見られるo カミキリでは、同じく灯火で
少ないながらも.aztocera dat,id i、 B. i i neo ia ta、 Oieneoanptus・ o r e t ao・etLs・ narginatu,s等の主
として大~中型のものが採集されるo -

昼間の採集は、 りの日や移動日を利用して済すと良く、丸1 日費す必要はない。霧社で満足な採

集ができる場所は、仁愛農高( 霧社の農業高校) 構内と裏のクリ林ぐらいで、  この構内にある桜並木

は霧社の名所の1 つになっているが、 ここに4 月中旬~下旬の短い期 ム シャ
、

ヤマ カ 、 キ リ.,a'e -

m,adius・  oenoo・ftrowが現れるoまた、 フタモンウスパカミ キ1) Em,br is・k - St rand ia .b iln acu h ta

も記録されたが、 前者と比べると、はるかに採集例が少ない。 この農高の裏は、急な崖になっていて

両側に2 本あるジグザグの道を下ると、狭い畑に出るo畑の周囲に枯技、枯づるの類があり、  ビー テ
ィングあるいはスウィー ピングで、ハナノミの一種Tom,oaia  formosam ( 原記載以来久々 の記録 )
やサビカ、 キ1) Ropica sp・ Sybra s p. 、 Pt, roZopMa olbscuia等を採集することができるo 畑

の下には、少し幅広いしっかりした道がついているo 両側は杉の植林が目立つが、下草はビー ティン

グに適すo キイチゴから、青色の金属光 を持つCone bus・  sp, が得られ、  シダ類からは何種類かの

Lan,gur idaeの仲間が落ちる。 ハムシも割と多い。 この道をまっすぐ進むとクリ林に出る。4 月中旬~
5 月中旬、 クリの大木に花が き、晴れた日の午前中に..aphrodis・ium sauter iが花のまわりを飛ぶo
コガネムシとハナノミ類も多く、 力ミキリ亜科のChiorophoru,s e ieod.es t, i r iduhts・、 C.s・ignat i -
ooi as、 apんuna mus・hana, R・1, i rons、 Pyres・tes・  cur t icorni.s,等も見られるoフトカミキリで
は、半枯れの老木の幹に、  テンモンヒグナガカ、キリPai imna  pai innoides がとまり、 枯技には

Rond ibi i is・  femoratus、 0.s・tedes・ tnermis・等がついているo

( H ) 芦山温泉 ( Lu8ha:n )

8

芦山は、埔里の央座敷といつた感じの、谷あいの小さな温泉地である。規模の割には有名なのか、

0
.a fiE意 i'lf

、 時折数台の観光パスが速なってやって来ることもL1」 :民. 泉
一

あるo 霧社からは、日に4 回しかパス便がないが、

° u言 全 社
産cf;) - a象

乗り過した場合は歩いてもたいした距離ではないo
今にも車輪がはずれそうな南投パスに揺られて

20分、 終点の駐車場に降り立つと川のあちこちで



自い煙が立ち昇つている。 吊橋を渡って左へ行けぱ、 温泉の取水場. 右は10分ほどで行き止ま り にな

るo芦山での採集は、適当な伐採跡を見つけるのが最大のポイントと言える。山の斜面をごく小規模
に伐採して、 畑を造成 していることがあり、 そのような場所に行き当ると、  カミキリ ' ヒグナガゾウ

ミッギリゾウ・ タマムシなどを面自いように得ることができるo
ここでの目玉商品は、何と言ってもタイワンキスジトラカミキリCyrtociytu.s・  formosanuso ( 写

真22 ) チョコレート色の地に黑と黄の帯などと書けぱ、日本のキスジトラと大差ないように思えるが、

その鮮やかさは天下一品である。南山溪でも稀に採集されてはいるものの、 今のところ、芦山が最も

確実な産地で、  5 月上旬よい材があれば一度に多数を得ることも夢ではない。天気が良いとXyzo -
t rechw nagnieoi ii s、 X - for aM  X atoroaotatw (原名亜極 ) などをはじめとして多くの

トラカミキリ類が材上を這い回り、ベニツヤカミキリ(写真23 ) 、  Paragie7_ s to,nhoei (写真25 )、
X enoba n・niu.s・  .bi lnacuZa tus、 M onoe m,u.s,  fas・oiogutat tus・、 n ,・aniu 等も採集できようo夏に
はPall m.una 2 種も多いo
特殊なものとしては、 クリの花に集まるキムネムラサキカミキ、) Aphrodisium.  yugai i (写真21 )
とクリの新しい枝を後食する.Anop iop',era Zur ida (写真24 )があるo後者は、 体長13mほど、水色の
地に黒い斑点の入った可憐な種で、お?そらく世界最小のAnopiophora であろうoクワの葉にはGienea
chu.joiがいるらしいから注意する必要があるo 吊橋を渡って、すぐ左にあるpol ice  boxの横の小道
を登ると、 4 月下旬に花の開くシイの木が2~3 本ある。 この花をたたくと、だいたい南山溪と同じも

のが採集できるが、上通 に育い金属光沢を有するPidoniaの稀種P・ al ien acuzataの記録が比較的多いo
材に来るタマムシでは、  ツンペルクカドアカタマ・ ヤマトタマ等の大型種のほかに、 Agr i ius・

aZazon、 A . 1,idms,、 A . dis・oaiZs を初めとしてAgri ius の仲間が非常に多いo小型ハナノミの
Mo,rdei iariaは、一般に採集が困難なグループである力、 電美大島特産のM tr igutat ta、 M hu -

m erai is のいづれも近縁種が得られて:i; り、興味 深いo

社

,

( I ) 松崗~梅峯 ( Sungka!lg、Me i f eng )

霧社から、 翠峯行 きのパ

スに乗ると、 約1 時間で、

標高2004mの松崗に着くo善
パス停で下車して、 採集の 等
用意を整える。 台湾も2000
mを越すと、 高山特有の透
明な、 ピリッと肌を刺す大

気が、あたりを支配するo
まず、前に続くパス道を、

次のハス停「梅峯」まで、 ゆっくり歩きながら採集する。 この道は、 松崗部落の裏から始まる原生林

を1 まい具合に貫いているので、左右に常緑広葉樹の大木が日立つ。 原生林の中は日中でも薄暗い。

度も相当高く、 木の枝から育自いコケの類が垂れ下がっているo
4 月下旬~ 5 月中旬ともなれぱ、 自いカシQuerous・ spの花が、この道の両側に間隔を置いて咲くo

tの花に竿を伸ばし、大口径のネットで、 かぶせるように掬うと、かびただしい数の甲虫がネットに
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入るo コメッキムシ・ ハムシダマシ・ ハムシが多いのが、松商の特色といえば特色になるo このうち
のコメッキムシを例にとると、 8 割を占めるEo・t inus,  sonan,iを筆頭に、 Sんi r ozu ius formo -

sanu?、Corj,mbj tes(?) species・u.f、 Alnpedus・(Padem.us) bimacuZatus・、Ganbr inu・s' s p・ 、

Dentjooj jis nonaid,an'i、MeZanoius・ re.1trictu.s, 等が採集されるoこの花に集まるカミキリムシは、
台湾の平地のものとは、ガラリと趣が異なるoとりわけ、P.aibom.aeu,iataを除くPidoniaが4 種得
られるのは、松崗ならではのことであるo この他.  Lem,uZa cyanipenn,is,、. Ror1,dia form,osa、

Anopjod.era brei,a、 Moiorc s kl3lo3lamai、 Raphu,na n u iana、 aaZne churn,eOc inc,ta、

o l eo n ones au r i co i i i s 、 Bun,othoraa,  tak;as、ag,oensis・ 等が同じ花上から採集される代表的なもの

であるo
このパス道のコースは、  1 時間ほど歩くと、  (脇道に入って採集しながらでも2~3 時間で) 台湾電
力開発公司の門の前に出るo 南西斜面の原生林はいったんここで終わり、 広い伐採跡、が右側に現れ るo
正面には梅峯のパス停が見える。 バス停の裏は、伐採跡の方へ一段低くなり、下に赤レンガの民家が
数軒あるo菜園と果樹園がその周りにちょこつとあるo f清れた日には、背後に3000m級の東能高山の
山稜がはっきりと望まれるo
この伐採地は、朽木性甲虫の格好の採集地となっている。 コメッキダマシは、 Fars・us sp - 1) i -

rhagos spp., Djrhagofarsus sp. が、ナガクチキムシはBonzious・  hipoori ta、 PhZoeotrya sp - ,

1fypuius.  spが、立枯れや倒木の表面に見られるoまた朽木割りで、 1)o rous miu,al、 l)・97・aci ii -

corn,is、 Aegu.s,  sp. 等のクワガタムシが得られるoカミキリムシは、  5 月初旬~6 月にかけて伐採
地内の枯枝。枯づるのビー ティングで、 Egesina fuse・oiater im.acu iata、 Enocen t s ruf i tho a、

Doius  fuhudai等の珍しいフトカ、キリの仲間が採集されるo 梅峯の採集地は、  この伐採地一ケ所

につきるといってもいいくらいで、他では、まとまった成果があがらないoそれでも時間の余裕があ
れば、梅峯のパス停から;率l峯へ少し歩くとよい。 パス道治いはほどなくハンノキ林と杉の植林にかわ
り、 やがて正面に原生林が現れる。 この原生林に左から入る脇道が2 本ついていて手前の道に旧北区
系の台湾特産種であるCicind.ei- sんiraki iが多いo この道の奥には、オオキノコムシがたくさん採
れる古材があるo

5 月初旬~中旬、ヒラタケ類のキノコに、 Episoapha a.s・ahinai、 E・ takasagona、 Neotr iplaa
ar,sana ( 写真3 ) 等が集まり、古材の樹皮下から新成虫の i aeoc・h i lus issiki i ( 真4 ) が採

集できるoまた、原生林内の枯枝のビーティングで、 Me i oda one ok:uni i、 Cyrtotr ip iaa' g r e -

.fst t t i ( 写真5 ) が、 得られることもあるo

( J ) 梨 山 ( L i s han )

台中~花蓮を結ぶ東西横貫公路のち よう ど中頃、 標高2300mの観光地梨山は、 しかし、 山岳美以外
これと言った見るべきものもなく、 けぱ

けぱしぃ朱色の賓館の建物が場違いの印

象を与える。周辺一帯には、梨とリンゴ

の畑が広がり、 南国台湾に貴重な北国の

香りを供給している。 台中からの直達車

( 急行パス) は日に数回、花速からは早
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朝1 回きりで、それぞれ3 時間,,  6 時間を要す。

周辺が梨畑であるにもかかわらず、 梨山では虫の個体数が非常に多く、  うまくゆけぱ一獲千金の採

集ができるoそれは特に、良い花を見つけるのがポイントとなろう。 6 月中旬つる性の花が満開にな
る頃が最も良く、  この時期に花をたたくと、  カパイロエグリ・ ツヤェグリ・ カパヘリェグリ・ ホッポ
エグリ ' カギェグリなどがいくらでもネットに入り、その中に混つてミドリァシナガハナムグリ、  ミ
ワアシナガハナムグリも多数採集できるo ヨツスジェグリ・ オスアカトラハナムグリなどは、一網で
数十頭が入る位であるo カミキリでは、 日本のカェデノヘリグロハナの上理をMetal lc blueにした
ような美麗種Eus・trang,aZis t,ir id,ip -ni s の記録もあるo  ビー ティングで得られる高山性のpseu -
daZeは、南山溪などのものに比べ、上翅の隆起が極端に大きく、興味深い。

7 月ともなると夜間採集をせずには れない。 と言うのは、町の水銀灯を見て回るだけで、 ;l。びた
だしい数のクワガタ ' コガネ類が得られ、特にクワガタは台湾中部の代表的ものすべてが採集できる
からだo タカサゴミヤマ(写真16 )などは、一晩で200頭や300頭はすぐ集まり、 台湾産ミャマクヮガタ
の珍品クリイロ、ヤマ(写真17) も採集できょうo Dorous cZypeatus、 M ac rodo rc・as nooh i zu,k i i

(写真19 )、 Serrognatiu.s,  eyanrauensis、 Prismognathu dauidis・ などもその珍客であるo
梨山周辺は原生林がほとんど残っていない。 そこで、花蓮や宜蘭方面へタクシーを飛ぱし、 じっく
り採集してみるのも良いだろうo ただし、台中寄りの昔からの有名採集地達見は、近くにダムがある

ので、採集はもちろん、写真撮影も禁止されている。

な:l;、  8 月中旬に、賓館の裏のわずかに残された原生林で、  日本のァカジマトラよりはるかに美し
い.Anagi iptus m.eridiona,Zisとタイワンベニボシカミキ1JEurybatu.f formo.s,anaが採集されているo

( K ) 阿 里山 (Mt .Al ighan )

埔里から阿里山へ行くのは、 - 日がかりである。 例えば、埔
里を8 時のパスで出発すると台中着9 時30分。 台中発10時30分
の汽車で、嘉義着12時15分。 ここで阿里山森林鉄道に乗り替え
るo森林鉄道の切符は、駅の正面外側、街に向って右側の小さ
な窓口で販売しているo場所がわかりにくいが、警察に聞くと
親切に教えてくれる。嘉義発13時( 中興号) '奮起湖着15時10分。
阿里山へは16時25分となるo森林鉄道は一 日5 往復あるが、朝

と昼過ぎの時間帯に集中しているので、 注意が必要o それに科
金が減法高いo ( 中興号の場合日本円で2600円位)
さて、阿里山站の周囲はほとんどが杉林で、  ビー ティングの
できる所と言えぱ、姉妹池付近、神木付近しかない。他には広

葉樹林がないのだo玉山( 新高山 ) からの日の出を見るための

パスが、 早朝,, 祝山( 2400m ) へ登るから、 これに便乗し頂上で吹上げを待つのも一法であろうo 6
~7 月頃ならば様々な甲虫が飛来すると言うo線路治いに神木まで下ってみるのも良い。花があれば、
Le'nuia、Pidonia等ハナカミキリが採れ、神木周辺でのスウィー ピングでは、新種のPんyrrhaita、
一見オサムシ風のAptero3laZeruca umoi、 Lortg,i tarsus sp .、 Cryptooephaiu,s. sp など、 かなり
面自いハムシ類が多かった ( 4 月下旬 )
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一

( L ) 書 起 湖 ( Fen c h i f u )

奮起湖と阿里山はま ったく変な所であるo
奮起湖( 標高1300m ) は芦山温泉と、阿里

山( 標高2200m) は松崗と同じ標高である

のに、産する虫の顔ぶれが、相当異なるの

であるo カミキリに関しては、 それほど差
はひどくないが、 ハムシ ' コ メ ッキ ' チョツ

キリ・ ゾウムシ・ べニホタルなどのFami ly
では、  ここでしか採れないものがずいぶん

あるのだo しかし、杉の植林が多いので虫 全

の個体数はそれほど多い とは言えないo
さて、和賓旅社の少し右側に、山手に向

う細い道があり、 眼前に迫る山の尾根へと

駆け登るo 階段状の山道の直登はかなり きついが、 20分ほどで尾根へ出るo ここに大きな平坦な岩が
あって、休憩にちょうど良い。この岩の手前の左右の伐採木をビーティングすると、茶色の地に自の
亀甲も鮮かな格調高い1hoeentru.s, やNeooybraなど小型ヵミキリが採れるo しかし、 ここでは風に乗
って飛来する虫をじっくり狙っても良いだろう。吹き上げというわけではないが、陽溜りの中を様々
な甲虫が飛ぶo
さて、道はここで三方に分かれ、尾根筋を左へとる。林の中を5 分ほどゆけば、やはり伐採木が少
しありコウサ'ンドウボソやNanoha nus 等のカミキリが得られるoさらに進むと、右側がスモモ畑、左
側が原生林となり畑の緑で花を捜せぱ、松崗と似たようなハナカミキリ ' トラカミキリ類が得られるo
4 月下旬には、 pidonia binigrosigM ta、  Strangai ia semi,chujoi という新種が記録されているo
スゥィー ピングでは、黄色地に赤く縁取られたチョツキリの美麗種や、  カタビロハムシの珍品To -
run:z.sp,s・  .s,んirakiiが採れることもあり、後者は前胸にカミキリのような突起のある大型種で、 カミ
キリと間違った者もいるくらいだ。

街のjlT火には、  7 月になると多くのクワガタが集まり、  ミワオオクワガタ 'シェンクリングオオクヮ
ガタ・タイワンネブト・Cyciomnatus・  s・cutei iaris・  m.ui t identatus・° C・ aibersi asah i m i タイ

ヮンミャマ・ ォニッヤクヮガタなどが得られるだろう。また、数は少ないとは言え、ここはテナガコガ

ネの最も確実な産地でもあるo 糞虫も種類数が多く、 グロセンチ°タイワンセンチ' ウシズ・'エンマや
珍品アトトゲェンマなどが採集されているo ( 後編、、Ill南部低山地″へつづく )
1 2

-t-' i;. l路
合 「 ◆

i・ N  潮  站
合

阿、a,'.

奮起湖~十字路~神木間の鉄道治いには、 広葉樹の原生林が続き、 途中下車したく なるが、 書起湖
~十字路間の原生林は立入禁止であるo 神木から線路治いに30分ほど下ると、左手に林道の入口があ
りこの付近で枯枝を叩くと、 Parapoiy tretus・  ru,go.s,a、 Dolus fukudaiやCaooiaなどの中型フトカ
ミキりが得られ、原生林中には、ザゥテリォサApotom.opterus sauteri ( 東14 )や稀に、山地型タ
ィヮンカブリモドキ(写真13 ) も産するoまた、 クワガタの珍品ウスバクワガタの記録もあるo
阿里山の街には旅社が多く、博物館もあり昆虫が少々展示されているo 虫屋向きの旅社は、大峰山
荘で、 すぐ前の灯火にクヮガタが飛来するo な 、 阿里山では霧雨のため、気温が15度以下になるこ
とが多く服装には気をつけた方が良いo



lf起湖

コがあ

フ ト カ

型タ

峰山

tる こ

111

が

の

乗

々

岩

自

に

様

が少

l、左
t'1,る。

るo

カミ

ワ

ガ

や

)

ク

コ

マ

く

富士山周辺のカ ミキリ
一追加記録(1 ) -

露木 繁雄
甲虫屋サロンでの誇大広告的な宣伝が効いたのか、 「さやぱね1Jt61 に掲載した 「富士山周辺のカミ

キリ」の効き日があったのか ( 我田引水かな) 、いずれにせよ、今年 ( 1975 年) の富士山は多数の人

が採集に訪ずれてくれるようになり、新記録が続々 と生まれたため、すぐ続編を書かなけれぱならな

いハメになってしまったo

小生も今年だけで5 月から9 月にかけて、富士山周辺には7 回ほど採集に出かけたが、この追加記
録を執筆するにあたり、 以下の方 の々絶大なご協力をいただいた。 紙面を借りてお・礼申し上げる。

小比資正敬、小宮次郎,, 木村欣二、鈴木和利. 海老原裕之、 近藤文男、 小野直史、 条久仁雄、平井

勇、笠原須磨生の各氏で、特に海老原、近藤、小野の三氏は、 6 月末から9 月上旬まで、ほとんど毎

週調査を行い、 貴重な記録を数多く追加してくださった。

また、 衣笠恵士、新井久保、中村俊彦、丸岡宏、 須賀邦耀、鎌苅哲:二. 小田義宏、川田一之、関根

浩二の諸氏からの情報も利用させていただいたo

■  追加記録

160.Eltcyciops・  oi i t,acea テ ッ イ ロハナカ ミ キ リ

18・ V・1975, 青木ヶ原(小比賀) 1 頭ヵェデの花上より得られた。 カェデの樹種は不明o
161.(;au,rotes・  a,, reopurpuna ク ビアカハナカ ミキリ

27・ W・1971, 鳴沢林道(平井 勇) :20. Vii i975, 富士山林道(小宮・ 露木・条)他多数 : 1975年はこ
の種としては全般に遅い発生だったもようで、  8 月31 日まで採集された。また個体数も非常に多く、
7 月20日にはハコネウッギの花で約40個体が採集されているo
162・Pseudos・let,er.f1,a Japolu ca チャイロヒ メコ ブハナカ ミキリ

27- VII i975, 富士林道(川田一之) :  3. Vl.1975, 富士林道(近藤文男)
2 例ともミャマイボタの花上から採集されたo この種も富士山に分布しているであろうと、ある程
度予想はされていたが、 これほど早く記録されるとは考えていなかったo
163. P idoni a sp .

4・ Ⅷ・1971, 表富士(露木) 1 : 20・ Ⅷ・1975, 富士林道(小宮次郎,, 露木1 、 小野直史10 )
27・ Ⅶ・1975, 富士林道(川田) 1 : 3. VI. 1975, 富士山林道(露木) 1
この種は現在まで北アルプス ' 南アルプス・ 大菩薩山塊。奥日光などで採集されてお り、 比較的高

所に分布しているPidoniaであるo P・m,utataとP.m,acuii thoraaに極似してお? り、  同定はなかなか
困難である。近い将来、東京農業大学昆虫学研究室の窪木幹夫氏により新種として記i在Itされると聞い
ているo
164.Jud o i id ia hangi ス バ .::;t マハナ カ ミ キリ

7・ fat・1975, 青木ヶ原(小比賀) : 27・ Ⅷ. 1975, 富士林道(海老原裕之)
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165. Leptufa aat ipenms・ ハネビロハナカ ミ キ リ

3・ Vii i975, 富士林道(小野)
166.N「eoydai is,  fornosana n i im.ura i トガリパホソコパネカ、 キリ

29. VI. 1975, 青木ヶ原(鈴 口利)
167 . A l i ot raeus spiaer iomnu.s、 ト ビイロカ ミキり

29. Vl.1975, 青木ヶ原(海老原) : 7. Ⅷ. 1975, 青木ヶ原(小比賀)
168.Pyres・tes,  haematieu クスべ・=・カミキリ

28. Ⅷ.1975, 青木ヶ原(笠原須磨生) : 29. Vll・1975, 西湖(鈴木) : 3. VI.1975, 青木ヶ原(海老原、
近藤、 小野)

169.XyZotrechus u i i a on i オオトラカ 、キリ

24. Vl. 1975, 富士林道(海老原)1 頭、  31. VI. 1975, 富士林道(海老原1 頭、 小野2頭)
北海道を除くと、  1 日で複数の個体が採集されたことはほとんど聞かない。最初の1 頭はゥドの花

から得られたという。その他は葉上に止つていたもの、叩網で落ちて来たものなど。

170. Teratocly tu.f  pial,l ists,んikoui ハセ ガワ ト ラ カ ミキ リ

29・ VI・1975, 青木ヶ原(鈴木) : 20. fal l975, 富士林道(小宮、 露木) : 2・ . 1975, 富士林道(小
田義宏)
上記の記録のほか、 精進口登山道2 .5 合目付近で丸岡宏氏が6 月末頃11頭採集しているo

171.Xy iar iopa .s・  mimiea クビジロ カミキリ

7. IX・1975, 富士林道(海老原)
172.Sybra saka n otoi kur i クリチビカ 、キリ

29・ VI・1975, 青木ヶ原(海老原) : 7・ W・1975, 青木ヶ原(小比賀) : 27・ u 1975, 富士林道(海老
原) : 他

173・ Sybra f iat,onaouiata キボシチビカ ミ キ リ

2・ . 1975, 富士林道(小田)
標高約1700mで、 キボシチビの記録としてはかなり高い所のものと思われるo

174・M onochamu.s,  sa l tuar ius カラフ ト ヒグナガカミキリ

11・ 1975, 青木ヶ原(大桃定洋) : 31. 1975, 富士林道(海老原)
この種としては2 つともかなり時期的に遅い記録と思われるo

175 . Aca io ep ta iuau r i os・a センノ キカ ミ キ リ

20. Vn. 1975, 青木ヶ原(関根浩二)
176..・4Mamanum,  gri seoium ゴマ フキマダ ラカ ミ キリ

26・ Ⅶ・1975, 富士林道(条) : 27. faI l975, 富士林道(川田) : 31・ u. l975, 富士林道(小野) : 7・
X.1975, 滝沢林道(平井勇)

177 . Te r inaea atrofuoca クリイ ロチビケプカカ ミキリ

20・ Ⅷ.1975, 富士林道(小宮、露木) : 他

178.Ciytosenaa purohra ジュウジクロカ ミキリ

26. Ⅷ.1975, 富士林道(条)
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老原、

ドの花

(小

海老

179 . Pogon,oeheru.s, s・e m i m υc u e ネ ジロ カ 、 キリ

18・ V.1975, 青木ヶ原(小比賀) : 20. Vii i975, 富士林道(海老原) : 他

180. Leiopus  nontanw 、ヤマモモブ ト カ ミキ リ

10・ VI・1974, 富士林道(小宮) : 20・ 111. 1975, 富士林道(小宮、1露木. 海老原、近藤、小野) : 他

( ただしすべて富士林道)
富士林道では針葉樹の倒木の枯枝などからかなりの個体数が採集された。 個体数が多かったせいか

も知れないが、針葉樹ばかりでなく、広葉樹の枯枝や生木の叩網でも相当な個体が得られた。

これらの個体は、 すべて日光付近のものと斑絞などの感じが異なり、一見ゴマダラモモブトともま

ぎらゎしぃo筆者は不勉強でよく調べていないが、長友小宮次郎氏によれぱ、四国剣山などで採集さ
れている個体ともよく似てi'り、  日光周辺と四国との中間のようなものだが、  L. :montanus. であるこ
とには間違いないだろう 一 とのことである。 筆者の手元に南アルプス南部の井川峠の個体があるが、

富士山のものと酷似しているo L・ montanus については、  もう少し各地のものを集めて検討する必要

がありそうだが、富士山以外の場所では、なかなか十分な個体数が得られない悩みがある。

181・Erys・s・amena sl,pporen.s・is ホウノキトグパカ ミキリ

18・ V. 1975, 鳴沢村(材採集) 10・ VI. 1975 (羽化 _ 露木)
ホウノキの枯枝を持ち帰ったところキッコウモンケシカミキリなどとともに羽化したo

182. Para menes, ia tfi,capんIa ジュウニキボシカ ミキリ

26-、l・1973, 表富士(鈴木) : X. 1973, 河口湖町大嵐(材採集) 23. IV. 1974 ~ 24 . V. 1974,

(羽化= 平井)
センノキの枯枝 より羽化o

183 . Paramenes・Ia kasugens,ts カスガキモンカ ミキリ

20・ Ill・1975, 青木ヶ原(近藤)
非常に貴重な記録であるo 生木の叩網で得られたとのこと。

184.Epigienea c・c ru e t ヨツキボシカ、キリ

3・ u 1975, 青木ヶ原(近藤)

■ その他の興味ある種

以上が新し く 追加された種類だが、 他に一言ふれてお き たい記録がい く つかあるo
1・ =セハイイロ ' 'ナカ ミキリ

14・ IX・1975, 西湖(平井) ; 28・ IX・1975, 富士林道(平井・ 3頭) : 2. . 1975, 富士林道(平井・
15 頭)

採集された詳しい状況は聞いていないが、 :i,・そらく樹皮をはがしたものであろうo
2. フタス ジカタ ビロハナカミ キリ

26・ V・1975, 表富士(露木、鈴木各1 頭) : 28. V.1975, 表富士(小比賀・1 頭)
飛翔中のものが小宮氏により1 頭採集されていたが、須資氏がャマシャクャクがかなりあると話し
てまl られたので、ぜひこの花で採集してみたいと思っていた。当日偶然ヤマシャクヤクの群落をみつ

け、 よそ100ぐらいの花をみて回り、運よく 2 頭採集できた。花の状態は少々 遅かったようで、散
っていたものもかなりあったoまた半開程度のものの方が好まれるようで、  1 頭は花の中が少々 見え

l 5



る程度、  も う1 頭はまだ開いていない花の中にいたo な 、 花弁を後食した痕があった。

3. アカイロニセハムシハナカ ミキリ

14・ VI.1975, 表富士(露木)
満開のズ、の花より得られたo 詳細なデータのものがなかったので再録したo

4・ フ ジヒ メ ハナ カ 、 キリ

27. Ⅷ. 1975, 富士林道(海老原)
北富士で初めて採集されたo 北側にはいないのではないかと思われたが、 これでもう少し標高の高

い所を早い時期に調査すれば、  もっと個体数が得られる可能性がでて来た。なお・、西側の:時塚( とや

づか ) 付近では、 鈴木;l:ロ利氏の努力で分布していることが確認された。
5 . フジコブヤハズカ、 キリ

表富士では多数採集されていたが、平井氏の調査で、秋に北富士にも多いことが確認されたo な;お、
表富士でまた1 頭、  フジコブヤハズとセダカコプヤハズの中間型のような個体が、 須賀氏により採集

されたo ・

6 . チビコ ブカ 、 キリ

7・ . 1975, 富士林道(海老原、 他)
1 本の例木か ら100頭以上採集されたが、ほとんどの個体が非常に大きく、色彩も灰色がかった、
変ったもので、 詳しく調べてみる必要がありそうである。

7・シロオビドイカ ミキリ

8 月から9 月にかけて、富士林道では相当の個体数が得られた。

これらの他,, モモグロハナ ' タケウチホソハナ・ クロホソコパネ・ ヨツボシ・ アオ・ チャポヒグナ

ガなどが再確認記録として注目されるものである。

■ おわりに

富士山のカ ミキリはこの追加記録25 種を加えると184 種となった。 まだ、 間違いなく分布するであ

ろう種類もかなりあり、 特に春から初夏にかけてのカミキリは未調査の所が多く、 今後大いに調べて

ほしいものである。

また今年( 1975 年) は天候不順で、  青木ヶ原や富士林道では、 カ、キリがよく集まる花. カェデ・

ノリゥッギ・ リョウブなどがほとんど咲かず、 花での採集は非常にしにく く、 あまり成果が挙らなか

ったのは残念であった,b
なお'、笠原須磨生氏の手紙に興味ある記録が書かれていたので引用させていただく。 少々アレンジ

させてもらったが 「1975年7 月28日に国道139 号線治いの富岳風穴~赤池間のノリウッギの花で、キ
ペリカタビロハナ ( ku、s'ama i ) とクスペ二を同時に採集,, 妙な顔合せで面白く思った』 という内容で

あったo標高は900 ~ 950メートルぐらいしかなく、 キペリカタビロハナの採集記録としては異常に
低いものではないだろうか。

これなども育木ヶ原周辺の、 ひいては富士山という山の底知れぬ大きさを示す一例とも思え、私自

身いよいよ興味が湧くと同時に、 一層読者諸氏に調査を 願いする次第である。

( V 213 逗子市逗子7 - 1 - 24 )
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編 集 後 記
l 甲虫屋の海外ブームに先がけ、台湾の採集地案内を:i;届けしました。 6 人の著者による軽妙な案

内にまどわされ、急拠台湾行きを決めこんだ方もあったのではないでしょうか? ( 私もそうでした )
l 現在、日本の甲虫については非常ないき:i;・いで、知見の增大一整理が行なわれていますが、台湾
に関しては九州程度 の規模で日本拿-l - の数倍、 といわれる豊かな昆虫相が知られながら、 例えばカミ

キリなどでもGress i t t (1951) 以来まとまった文献はほとんどなく 、 そのほかの甲虫でも短発的な報

文が多いのが現状です。 ごく 最近では益本仁雄氏により食 コガネムシの分野がまとめられっつあ

りますが、 他の甲虫についてもこのような整理の必要が強< 感じられますo
l 採集案内を機会に台湾を訪れる人が増えるようになり、 全国の甲虫屋で台湾産の甲虫相解明委員

会みたいなものを作って、 計画的に図鑑の発行一 - - - -- - 夢でなく、実際に作ってみたいものです。

オールカラーの台湾産甲虫大図鑑を !

' 次号は採集地案内の、、後編' と共に、衣笠恵士・ 田添京二・ 大桃定洋氏らによる「福島県のカミ
キリ特集号」 を組む予定です。 ( 藤田 )

° 事務 ・ 会計報告

大変遅 < なりました力、 会計を報告いたします。創会時から昨年末までの収支決算は下表のと j; り

です。 次期繰越が 24a890円ほどありますが、 これは1975 年度発行分のELYTRA vol .3 Nos .1

~ 2 の印刷代を含めない状態で、印刷代 a000 円と送科約5a000円を差し引きますと、  tea 000円
近い赤字になってお-ります。

会の経済状態は非常に苦しく、 最低限
一

収 支 決 算 報 告
( l解 g月1日~Im年1 ｾ31日 の目標として、  1年に16~24ページの

収 入 支 出

入 金 金 l l 3,000

19・4 年度分金'量 3 9 2 , 00 0

1975年度分会量 356,00 0

1976年度分会 t 2 2 ,0 0 0

1976 年度 以降分の会'R 3 , 50 0

別 代 5 , 50 0

広 告 科 3 0 , 00 0

預 金  利 子 1 0 5

収 入 8 70

E L YT M 、ie l . 1 No. l  印 t 98,500

E L YTRA 、ct 2 N? 1  l:O i l代 1 24 , 5 0 0

E L YTRA 、iel 2 No2 印a代 148,000

さ ばね No. l  印 代 1 6 5, 0 0 0

パンフ 印 a 代 1 5, 0 0 0

送 科 93,265

事115 a保 t 3 7, 7 2 0

次 期 0t 起 240.890

92 2,9 75 922,975

「ELYTRA 」 を2 冊、  30~50べ一 ジ

の「さやばね」 を1 冊出したいと努めて

お・りますが. それだけでも70a000~80a
000円の費用がかかり、現状では火の車
の状態です。掲載していきたい論文や、

とりくんでいきたい計画は多く あるので

すが、 まず経済上の制約により会誌発行

も恩うようにいきません。 とりあえずの

第1 次経済政策として、 1977年よりの会
費のスライド制値上、 維持会員・ 希望に

よる印刷代著者負担制度の設置、広告に

よる增収などを計りましたが、 会員諸氏にはよろしく 御協力のほどをi;願いいたします。 また、 会員

が增えればそれだけ経営が楽になりますので ( 在庫は滞貨になるから ) 、まだ入会になってないお・知

り合いの-:方などに本会を御紹介下さるよう、併せて:まP願いいたします。 ( 単純計算でも 「ELYTRA」
なら3 人で1 べ一 ジ、  「さやばね」なら1.5 人で1 ページの增ページができますo )
最後に、 昨年末から今年にかけて事務処理が大幅に遅れ、 会員諸氏には多大な御迷惑をかけてしま

いましたことを深< ぉ びいたします。 ( 日本鞘翅目学会事務局)
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T T S甲虫海外図鑑・ 図書

◇ Mohres, F . P . K a fe r
原色図鑑 世界の甲虫 ( BV- 008 ) I 2,690 ( V360)
256 頁,  l l6原色図版o ライターの図鑑のブートをそのまま使用 したポケット版o オサムシ ,
カミキリ , コガネなど著名甲虫を掲載。

◇ Orawson , R・A ・ T he Na tur a l C lassi f icat i on o f the Fami l i es of Ooleoptera
( 2nd・ ed・)
甲虫の科の自然分類 ( CS- 021 ) I 2,660 ( V400)
222 頁,  213 図o甲虫分類の基本図書の1 つです。

◇ A rnet t , R・H ・ T he B eet ! es o f t he Un i ted S tates - A Manua l fo r I dent i -
f i ca t i on -
合衆国の甲虫類 (AE-101 ) 111 ,10 0 ( V480)
1,112 頁, テキスト図多数。 アメリカの甲虫全属の検索が出来, 引用文献多数。

◇ J aques, H・E・ How t o Know t he B ee tl es ・
北アメリカの甲虫類 クロス版 (WB-BO3) l 2,850 ( V400)
372 頁,  865 図 スパイラル版(WB- 003 ) l 2,200 ( V400)

◇
◇
◇

T he F auna of B r i t ish I nd i a, inc luding ceylon and B urma .
英領インドの動物誌
F ow ler , W・W・ : Coleoptera General I nt roduc t i on & C ic indel idae

( TT- 001 ) 15,920 ( V 400) .
Mau l ik , S . : Ohrysome! i dae, Gal eruci nae・

(TF- 001) I 8,970 ( V 440) .
Maul ik , S . : Chrysomel idae, Hispinae & Cass i dinae .

(TT- 005) I 4,580 ( V 440) .
Jacoby , M・ : Ohrysomel idae, Sagr inae - Lamprosominae .

TT- 002) n O75 ( V 400) .
Gahan, C .J . :  Oerambyc idae . TT-006 ) 13,950 ( V400) .
この他多類在庫タイ トルあり , コードTFはオリジナル版, TTはインドでのリプリント版

岸井

桑山

大野

尚

覚

正男

日本産コメッキムシ科別刷集( 1955~1976 ) 15 篇セット
南 千 島  昆 虫 誌

日 本産ハム シ科名 彙

こ'注文・ こ'予約ともハ キに著名・ 捺印の上お申し超し下
さい. 直ちにお送り致します. 代金は到着後5 日以内にこ'
送金下さい. (但し, 未成年者は保護者の著名・ 捺印も).

在庫リスト(要〒100) リスト発行年4 ~5 回

I 5,000 ( V440)
l l ,800 ( V400)
l l ,500 ( V360)

お近 く の方は小社ヵ タ ロ グショ ツ プ ( 小田急経堂 前・ 小国;f l
経堂 ビル12 F1221号 )へ l i l l虫洋 常時300タイトル以上在庫.

虫・ 動械物海外図鑑・ 学術 ( lロパピョン)

東京通販サービス社
〒156 東京・ 千歳郵使局私書補33号

TEL (03)426 - 6012 部使振替 東京0-73, l56

さ やばね NI:l 2 昭和51 年 8 月 31 日発行

編集者:   藤田 宏 印刷所 :   岩 峰  社

発行者:   日本報関目学会( V ile 東京都台東区東上野4 - 26 - 8 , 福田惣一方)
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